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　大人になったことを自覚し社会の一員としての責
任を担う青年を祝い励ますため、三段池公園総合体
育館で平成２１年福知山市成人式を開催しました。
　 松  山  正  治 市長が７４６人の新成人に「福知山を心の

まつ やま まさ じ

支えにしながら、未来に向かって一歩一歩着実に力
強く、自分の歴史を築いてください」と激励しました。
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今日この日も自分の歴史の 1ページ
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職
員
不
祥
事
の
再
発
防
止
に
向
け
て 

　市では、市民病院や武道館の建設工事を巡る市職員の不祥事を踏まえ、第三者
の視点に立った専門的な見地から再発防止策を検討いただくため、平成２０年６月４
日に「職員不祥事の再発防止に向けた組織・業務に関する外部検討委員会」を設
置しました。 
　以来、１１月２０日まで５回にわたり熱心に審議を重ねていただき、１２月１８日、中村
和洋委員長と角山勇夫職務代理者から松山正治市長に、再発防止策として、公務
員倫理の徹底や入札・契約制度改革を柱とする提言書が手渡されました。 
　今月号では、提言の内容についてお知らせします。 
■職員課（℡24-7034）・契約検査課（℡24-7043） 

提
言
内
容
に
つ
い
て
懇
談
す
る 

中
村
和
洋
委
員
長（
写
真
左
）

と
松
山
正
治
市
長 

入札・契約 
制度改革 

公務員 
倫理の 
徹　底 

外部検討委員会からの提言 

まつやままさ じ つのやまいさ お 

なかむら 

かずひろ 

　

職
務
の
特
色　
　
　
　
　
　

　

一
般
に
地
方
公
共
団
体
で
は
、
地
域

に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
や
、地
元
出
身
の
職
員
が
、同

級
生
、先
輩
・
後
輩
、近
隣
な
ど
と
密
接

し
た
関
係
を
持
つ
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
円

滑
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
や
す
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。し
か
し
反
面
、公
務

員
と
地
元
の
住
民
、業
者
と
の
間
に
お

け
る
公
的
な
関
係
と
私
的
な
交
際
と
が
、

あ
い
ま
い
に
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。

　

不
祥
事
の
原
因　
　
　
　
　
　

▼
職
員
に
公
務
員
倫
理
が
徹
底
さ
れ
て

お
ら
ず
、
私
的
な
関
係
と
公
的
な
関
係

を
混
同
し
て
、
業
者
と
の
間
で
、
け
じ

め
の
な
い
不
適
切
な
関
係
を
持
ち
や
す

い
土
壌
が
あ
っ
た
。

▼
入
札
・
契
約
関
係
に
お
い
て
は
、
特

に
業
者
の
指
名
選
定
理
由
が
非
公
表
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
市
内
部
・
外
部
か
ら

の
公
共
工
事
へ
の
監
視
が
不
十
分
で

あ
っ
た
。

　

提
言
の
要
旨　
　
　
　
　
　
　

▼
公
務
員
倫
理
を
徹
底
さ
せ
、
職
員
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め
の
、
具
体
的
な

方
策
を
講
ず
る
こ
と
。

▼
各
種
の
制
度
を
透
明
化
し
、
外
部
か

ら
の
監
視
、
内
部
に
お
け
る
監
視
を
十

分
に
働
か
せ
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る

こ
と
。

　

具
体
的
な
提
言
内
容　
　
　
　

①
公
務
員
倫
理
の
徹
底

▼
外
部
講
師
の
招
へ
い
や
、
少
人
数
に

よ
る
ゼ
ミ
方
式
な
ど
、
工
夫
し
た
研
修

の
定
期
的
な
実
施

②
入
札
・
契
約
制
度
の
改
革

▼
一
般
競
争
入
札
（
入
札
情
報
を
公
告

し
て
参
加
申
し
込
み
を
募
り
、
競
争
に

よ
り
契
約
者
を
決
め
る
方
式
）
の
拡
大

　

業
者
指
名
に
関
連
す
る
不
正
を
排
除

す
る
仕
組
み
づ
く
り

▼
競
争
性
の
確
保

　

工
事
規
模
な
ど
に
応
じ
た
、
適
切
な
指

名
業
者
数
の
確
保
と
、
適
切
な
公
募
条
件

の
設
定

　言」は、福知山市ホームページ（http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp）にも掲載しています。
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▼
指
名
業
者
の
指
名
理
由
の
公
表

　

入
札
結
果
と
同
時
に
公
表
す
る
と
と
も

に
、
合
理
的
な
基
準
で
行
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
、
具
体
的
な
指
名
理
由
の
記
載

▼
定
期
的
な
工
事
点
検

　

点
検
回
数
の
増
加
と
、
担
当
者
以
外
の

職
員
が
確
認
で
き
る
状
態
で
の
点
検
結
果

の
保
管

▼
入
札
時
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格
の
設

定
方
法

　

市
長
を
除
く
複
数
人
に
よ
る
価
格
の
平

均
値
で
決
定

▼
郵
便
入
札
制
度
・
電
子
入
札
制
度
の
導

入
　

談
合
行
為
を
防
ぐ
環
境
の
整
備

▼
入
札
監
視
委
員
会
の
設
置

　

入
札
制
度
や
法
律
の
専
門
家
も
交
え
た
、

外
部
の
第
三
者
に
よ
る
委
員
会
の
設
置

▼
組
織
体
制
の
見
直
し

　

契
約
検
査
担
当
部
署
の
独
立
性
を
確
保

▼
公
営
企
業
と
市
長
部
局
と
の
入
札
・
契

約
事
務
の
見
直
し

　

相
互
の
監
視
が
行
き
届
く
体
制
づ
く
り

③
職
員
の
分
限
・
懲
戒

▼
外
部
の
有
識
者
な
ど
、
第
三
者
の
意
見

を
求
め
る
制
度
の
構
築

職員不祥事の再発防止に向けた外部検討委員会　委員
(敬称略 )

大阪弁護士会所属弁護士
（元 ･大阪地方検察庁検事）  中  村 　 和  洋 

なか むら かず ひろ

委員長

京都府道路公社理事
綾部宮津道路管理事務所長
(元・京都府土木建築部技監 )

 角  山 　 勇  夫 
つの やま いさ お職　務

代理者

同志社大学政策学部教授
（行政学・公共政策論） 風  間 　 規  男 

かざ ま のり お

委　員 京都創成大学名誉教授（元・学長）
立命館大学名誉教授
（中小企業論）

 二  場 　 邦  彦 
ふた ば くに ひこ

全国の模範となるような高い倫理観を培い 
公平で透明な市政を強く望みます 

提言いただいた趣旨を最大限尊重して 
できる限り早期に実施します 

　これまでに審議いただいたなかで、「内容によっては、国家
公務員よりも厳しい内容とすること」という意見を反映し、「法
令遵守の推進等に関する条例・施行規則」「倫理規則」「外部
公益通報に関する規則」の制定や、「コンプライアンス制度ガ
イドブック」「コンプライアンス行動指針」の作成、コンプラ
イアンス研修など、すでに実現したものもあります。 
　また、電子入札制度については、平成２１年度には本格運用
ができるように準備を進めています。 

　その他の入札・契約制度の改革などにつ
いても、提言いただいた趣旨を最大限尊重
して、できる限り早期に実施し、二度とこ

ういった不祥事を起こさないよう、市民の皆様の信頼回復に
努め、公正な市民本位の行政に生かしてまいります。 

　　　　　　　　　　　　　　市長　　松山　正治 

　全委員がすべての会議に出席し、外部からの厳しい目線か
ら徹底した検討を行い、それぞれの専門的な立場を生かした
実のある議論を深めることができました。 
　審議に当たっては、次の２点を重視し
ました。 
　第一は、職員の意識におけるコンプラ
イアンス（法令はもちろん、法令に規定されていない社会的
良識やルールも守ること）の徹底です。それも単なるお題目
ではなく、公務員倫理が職員一人ひとりの血肉になるために、
どのような方策を講ずべきかを検討しました。 
　第二は、組織内部における監視と、外部からの監視の両方
をうまく機能させる仕組みを検討しました。 
　今回の提言を生かし、市長以下全職員が、全国の模範とな
るような高い倫理観を培い、公平で透明な市政が行われるこ
とを強く望みます。　　　　　　　　 委員長　　中村　和洋 

提言を終えて 

提言を受けて 

「職員不祥事の再発防止に向けた組織・業務に関する外部検討委員会」からの「福知山市に対する提　

特集　職員不祥事の再発防止に向けて
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 お願いします 
プラスチック」は 

　

市
で
は
、
ご
み
分
別
の
簡
素
化
・
市
民

負
担
の
軽
減
に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
平
成　

年
９
月
に
、
指
定
ご

２０

み
袋
改
善
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
自
治
会
長
・
ご
み
端
委
員
な
ど
５
５

１
人
の
み
な
さ
ん
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
指
定
袋
を
レ
ジ
袋
タ

イ
プ
に
し
た
方
が
結
び
や
す
く
持
ち
運
び

し
や
す
い
」「
安
価
な
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
専
用
指
定
袋
の
作
成
に
賛
成
」
と

い
う
意
見
が
大
部
分
を
占
め
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
、「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
専

用
指
定
袋
を
新
設
し
、
資
源
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
、
そ
の
他
の
ご
み
の
適
切
な
処

理
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
循
環
社
会
形
成
課
（
℡　

‐
７
０
７
１
）

２４

①
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
専
用
指

定
袋
が
で
き
る
と

→

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」と
の
区
別
が
は
っ

き
り
で
き
る
。

②
持
ち
手
あ
り
の
レ
ジ
袋
タ
イ
プ
の
形
状

に
す
る
と

→

結
び
や
す
く
、
持
ち
運
び
や
す
く
な
る
。

③
価
格
が
安
く
な
る
と

→

資
源
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
る
。

現　　在 変　　　更　　　後 

燃やさないごみ・ 

プラスチック製 
容器包装類 

（青字） 大…400円 
中…300円 
小…150円 大…400円 

中…300円 
小…150円 

大…400円 
中…300円 
小…150円 

大…400円 
中…300円 
小…150円 

大…300円　中…200円　小…100円 

「燃やさないごみ・プラス 
チック製容器包装類」 

兼用袋 

「燃やさないごみ・プラスチック製容器包装類」兼用袋を分離して 
「容器包装プラスチック」専用指定袋（緑字）を新設 

①平成２１年５月１日より、プラスチック製
容器包装類は、専用指定袋で出してください 

②「プラスチック製容器包装類」の名称を、
「容器包装プラスチック」に変更します 
③形状は、レジ袋タイプに変更します 
④専用指定袋の価格を安価にします 

※５月１日以降は「燃やさな
いごみ」を出されるときに
のみお使いください。 

資源化に御協力 
をお願いします 
容器包装 
プラスチック 
（緑字） 

燃やさないごみ 

（青字） 

燃やすごみ 

（赤字） 

燃やさないごみ・ 

プラスチック製 
容器包装類 

（青字） 

燃やすごみ 

（赤字） 

燃やすごみ 

（赤字） 

①在庫がなくなり次第、
順次レジ袋タイプに
変更します 
②価格の変更はありま
せん 

①在庫がなくなり次第、順次
レジ袋タイプに変更します 

②価格の変更はありません 

指
定
ご
み
袋
改
良
に
は
、

こ
ん
な
効
果
が
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専用指定袋で 
「容器包装5月1日 

収集分から 

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

　

市
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
適
正
に
処
理
し
、

資
源
の
有
効
か
つ
循
環
利
用
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
３
月
か
ら
の
プ
ラ

２０

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
収
集
時
点
検

強
化
に
よ
り
、
下
表
の
と
お
り
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
量
が
減
少
し
、
燃

や
さ
な
い
ご
み
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

資
源
の
有
効
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
を
減
量
し
、
埋

立
処
分
場
の
延
命
化
に
つ
な
が
る
よ
う
今

後
も
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
水

分
が
残
っ
て
い
る
と
、
ご
み
袋
の
中
で
水

が
腐
敗
し
、
悪
臭
が
す
る
な
ど
衛
生
面
で

の
問
題
が
出
ま
す
。
こ
う
し
た
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
回
収
す
る（
財
）日
本

収　集 

環境パークで選別・圧縮減容 

搬　出　※毎月平均６５㌧ 
（平成２０年４月～１２月） 

（財）日本容器包装リサイクル 
協会指定のリサイクル工場へ 
（現在は大分県へ） 

リサイクル工場で何になる？ 

生まれ変わるプラスチック製
品としては同じ容器包装や、
テニスラケット、電子材料、塗
料などがあります。 

容器包装プラスチック 
収集からリサイクル 
までの流れ 

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
基
準
を
満

た
さ
な
い
た
め
、
今
後
引
き
取
っ
て
も
ら

え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

汚
れ
を
落
と
し
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
し
っ
か
り
水
切
り
を
し
て
か

ら
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

みなさんの疑問にお答えします。

平
成
１９
年
１０
月 

０ 

４０，０００ 

８０，０００ 

１２０，０００ 

１６０，０００ 
（㎏） 

１１
月 

１２
月 

平
成
２０
年
１
月 

２
月 

３
月 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１０
月 

１１
月 

月別家庭ごみ収集量の推移 
（容器包装プラスチックと燃やさないごみ） 

容器包装プラ 
燃やさないごみ 

Ｑ
１　

５
月
１
日
以
降
に
、容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、現
在
使
用
の

青
字
の
兼
用
袋
で
出
せ
ま
す
か
。

Ａ
１　

５
月
１
日
以
降
は
、新
し
い

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」専
用
指

定
袋（
緑
字
）で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
兼
用
袋
は
、「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」を
出
さ
れ
る
際
に
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

Ｑ
２　

新
し
い「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」専
用
指
定
袋
は
、い
つ
ご

ろ
購
入
で
き
ま
す
か
。

Ａ
２　

４
月
中
旬
以
降
に
、小
売
店

の
店
頭
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

Ｑ
３　
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」専
用
指
定
袋
の
価
格
は
ど
の
よ

う
に
し
て
設
定
し
た
の
で
す
か
。

Ａ
３　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

埋
立
処
分
経
費
の
お
お
む
ね　

㌫
７０

の
経
費
で
処
理
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」の
袋
の
価
格
の

約
７
割
の
価
格
に
設
定
し
ま
し
た
。
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厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
な
か
、

期
間
従
業
員
や
派
遣
労
働
者
の

「
解
雇
」
や
「
雇
い
止
め
」
な
ど

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

福
知
山
市
に
お
い
て
も
景
気
後

退
の
波
が
押
し
寄
せ
、
一
層
の
雇

用
情
勢
や
企
業
業
績
の
悪
化
な
ど

が
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、

市
で
は
「
福
知
山
市
緊
急
不
況
生

活
支
援
対
策
本
部
（
本
部
長　

福

知
山
市
長
）
」
を
設
置
し
、
相
談

窓
口
の
開
設
や
各
支
援
制
度
を
活

用
し
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

全
庁
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
な
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
福
知
山
市
緊
急
不
況
生
活
支
援

対
策
本
部
（
事
務
局　

商
工
振
興

課　

℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

「
福
知
山
市
緊
急
不
況
生
活
支
援

対
策
」
の
対
象
と
な
る
人

　

平
成　

年　

月
１
日
以
降
の

２０

１０

「
解
雇
」
や
「
雇
い
止
め
」
に
よ

り
失
職
し
た
人
と
そ
の
世
帯

※
９
月　

日
ま
で
勤
務
し
て
い
た

３０

人
を
含
み
ま
す
。

相談窓口と支援制度
電話番号担　当　課相　　談　　内　　容

℡２４-７０２７市 民 相 談 室
　( 秘書広報課 )　生活支援全般についての相談受付総 合 相 談 窓 口

℡２４-７０５３建　 築　 課市営住宅への緊急入居緊 急 住 宅 支 援

℡２４-７０２４税　 務　 課市民税の減免

緊 急 生 活 支 援

℡２４-７０６６子 育 て 支 援 課保育料の減免

℡２４-７０１９保　 険　 課国民健康保険料の減免

℡２４-７０６１教 育 総 務 課市立幼稚園保育料の減免

℡２４-７０１７社 会 福 祉 課くらしの資金の貸付
(限度額１２万円 )

℡２３-２７８８健 康 推 進 室健康などの無料相談

℡２４-７０１２社 会 福 祉 課生活保護

℡２４-７０７５商 工 振 興 課

京都ジョブパーク北部サテライトと
の連携による就業相談とセミナーの
開催
※失職者以外も参加できます。

緊 急 就 業 支 援

※上記の支援制度の該当要件や提出書類などの詳細は、各担当部署までお問い合わせください。

小規模企業に対する緊急経営支援制度

℡２４-７０７５商 工 振 興 課

福知山市小規模企業融資制度 ｢マル
福 ｣に対する利子補給
(半年間利息０円 )
（平成２１年３月３１日までの貸付実行
分限定）

緊 急 経 営 支 援

※これらの支援策のほかにも、くらしを支援する減免や軽減の制度があります。くわしくは、昨年６
月に各戸配布しました「くらし安心ガイド」をご覧ください。「くらし安心ガイド」は、市ホーム
ページからもご覧いただけます。

福知山市緊急不況生活
支援対策本部を設置
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ガ
ス
水
道
部
で
は
、
ガ
ス
事
業

の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て　

・
１９

　

年
度
の
２
カ
年
に
わ
た
り
検
討

２０を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
６
日
に
、「
ガ
ス

２０

１１

事
業
民
営
化
検
討
委
員
会
」
か
ら
、

「
ガ
ス
事
業
は
民
間
会
社
方
式

（
事
業
譲
渡
）
が
望
ま
し
い
」
と

の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
平
成　

年　

月
を

２２

１０

目
標
に
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
先
を
選

定
し
民
営
化
す
る
方
針
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
答
申
を
踏
ま

え
て
透
明
性
と
公
平
性
を
確
保
し

な
が
ら
、
ガ
ス
事
業
の
民
間
譲
渡

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
検
討
の
経
過
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課

（
℡　

‐
６
５
０
３
）

２２

「
経
営
形
態
検
討
委
員
会
」
の
設

置
・
答
申

　

平
成　

年　

月
に
策
定
し
た

１８

１２

「
第
４
次
福
知
山
市
行
政
改
革
大

綱
」
に
お
い
て
、
よ
り
良
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
効
果
的
に

提
供
す
る
た
め
、
ガ
ス
事
業
の
民

営
化
を
取
組
項
目
の
一
つ
と
し
て

掲
げ
ま
し
た
。ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
由
化
な
ど
ガ
ス
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
ガ

ス
事
業
の
経
営
形
態
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
成　
１９

年
８
月
に
市
民
代
表
を
含
む
「
ガ

ス
事
業
経
営
形
態
検
討
委
員
会
」

（ 
土  
佐  
和  
生 
委
員
長
）
を
設
置
し
、

と 

さ 

か
ず 

お

４
回
の
委
員
会
と
先
進
事
例
視
察

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
２
月　

日
に
は
「
規

２０

２０

制
改
革
に
よ
る
競
争
原
理
の
利
益

を
市
民
が
享
受
で
き
、
ガ
ス
事
業

者
の
積
極
的
・
弾
力
的
な
営
業
と
、

高
度
な
技
術
力
・
保
安
力
の
確
保
、

専
門
家
の
養
成
な
ど
が
し
や
す
い

形
態
へ
移
行
す
る
た
め
、
ガ
ス
事

業
の
民
営
化
を
図
る
べ
き
」
と
の

委
員
会
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

「
民
営
化
検
討
委
員
会
」
の
設
置

と
答
申

　

平
成　

年
６
月
に
、
先
の
答
申

２０

を
ふ
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
今
後
の
ガ
ス
事
業
民
営
化
の
手

法
、
条
件
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す

る
た
め
、
学
識
者
・
有
識
者
か
ら

な
る
「
ガ
ス
事
業
民
営
化
検
討
委

員
会
（ 
土  
佐  
和  
生 
委
員
長
）」
を
設

と 

さ 

か
ず 

お

置
し
、
４
回
の
委
員
会
を
経
て
答

申
を
受
け
ま
し
た
。
答
申
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

基
本
的
な
考
え
方
（
視
点
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
変
化
、
原

料
の
高
騰
や
相
次
ぐ
事
故
に
よ
る

ガ
ス
の
安
全
に
対
す
る
社
会
的
関

心
の
増
大
か
ら
、
ガ
ス
事
業
の
経

営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
。

　

ガ
ス
需
要
家
か
ら
の
保
安
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
要
求
に
対

し
て
今
後
公
営
企
業
で
は
対
応
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
民
営
化

に
よ
っ
て
よ
り
高
度
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
こ
と
。

民
営
化
の
方
式

　

公
設
民
営
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
な
ど
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、

民
間
会
社
が
持
つ
営
業
力
や
技
術

力
・
保
安
力
が
最
も
発
揮
し
や
す

い
民
間
会
社
へ
の
譲
渡
が
望
ま
し

い
。

　

譲
渡
先
企
業
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
公
平
性
、
透
明
性
、
客
観
性

を
確
保
し
た
う
え
で
、
交
渉
を
通

じ
て
よ
り
実
態
に
即
し
た
契
約
が

で
き
、
応
募
企
業
に
譲
渡
価
格
や

事
業
内
容
を
提
案
さ
せ
て
選
ぶ

「
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
が

望
ま
し
い
。

　

企
業
の
選
定
は
透
明
性
、
公
平

性
を
確
保
し
専
門
的
な
評
価
を
行

う
た
め
に
選
定
組
織
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
、
最
終
的
な
事
業
継
承

会
社
は
市
が
決
定
す
る
こ
と
。

企
業
選
定
プ
ロ
セ
ス

譲
渡
条
件

●
安
全
・
保
安
・
安
定
供
給
に
か

ん
し
て
は
製
造
供
給
施
設
と
需
要

家
・
市
民
の
保
安
体
制
が
現
行
水

準
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

●
設
備
の
維
持
管
理
に
か
ん
し
て

は
地
域
住
民
の
理
解
を
得
つ
つ
、

短
期
・
中
長
期
の
維
持
管
理
・
更

新
の
計
画
を
立
案
・
実
施
す
る
こ

と
や
、
ガ
ス
基
地
な
ど
の
計
画
的

施
設
整
備
を
承
継
す
る
こ
と
。

●
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
か
ん
し
て
は

当
分
の
間
、
ガ
ス
料
金
が
現
行
の

水
準
を
上
回
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、

需
要
家
、
市
民
へ
の
利
便
性
向
上

を
図
る
こ
と
。

●
経
営
に
か
ん
し
て
は
健
全
な
事

業
運
営
を
維
持
で
き
る
安
定
し
た

経
営
基
盤
を
有
す
る
こ
と
や
、
ガ

ス
の
新
し
い
利
用
形
態
の
普
及
や

需
要
の
増
加
を
目
指
す
こ
と
、
ま

た
事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
産
業

の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
な
ど
に

努
め
る
こ
と
。

●
公
益
事
業
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
事
業
承
継
後
当
分
の
間
は
、

第
三
者
へ
の
事
業
譲
渡
ま
た
は
株

式
の
譲
渡
は
行
わ
な
い
こ
と
。

　

委
員
会
協
議
経
過
、
答
申
の
詳

細
は
ガ
ス
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kouei.fukuchiyam
a.

kyoto.jp/

）
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

時期（期間）選 定 手 順
平成２１年春
おおむね１カ月

一次募集・審査

おおむね５カ月二次募集・提案書受付
おおむね１カ月二次審査
おおむね２カ月交渉・契約

おおむね６カ月
以上

事業譲渡議案の提
出 ( 議会の承認）事

業
譲
渡
事業譲渡譲受認可
申請 (経済産業省)

平成２２年１０月予定事業譲渡

ガ
ス
事
業
民
営
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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市
で
は
、
毎
月
１
回
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
市
長
が
直
接
対
話
す
る
「
市
長
の
何

で
も
相
談
日
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

市
長
に
直
接
会
っ
て
聞
き
た
い
こ
と
、

相
談
し
た
い
こ
と
な
ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
日
ご
ろ
の
思
い
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課
（
℡　

‐
７
０
２
７
）

２４

相
談
時
間
／
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

※
１
人（
組
）　

分
以
内（
１
日
６
人
ま
で
）

２０

と
し
ま
す
。

※
相
談
は
、
グ
ル
ー
プ（
３
人
以
内
）も
可
。

申
込
方
法
／
下
表
の
申
込
受
付
日
の
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
に
、
電
話
ま

３０

１５

た
は
直
接
秘
書
広
報
課
市
民
相
談
係
（
℡

　

‐
７
０
２
７
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

２４さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

※
少
し
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
と
対
話
の

機
会
を
設
け
る
た
め
、
相
談
は
１
人

（
組
）年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
お
も
な
相
談
内
容

●
大
型
建
設
事
業
に
つ
い
て

●
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

●
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

●
小
中
学
校
の
整
備
に
つ
い
て

●
市
庁
舎
前
や
市
民
病
院
の
駐
車
場
に
つ

い
て

※
こ
れ
ま
で
の
相
談
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の
交

際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め
る

た
め
の
経
費
で
す
。

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）　　
　

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）　　
　

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

２２

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計12月11月10月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
215,2502297,2501192,250925,7502弔慰金など

市 長
95,4001315,000260,400720,0004祝金など
21,00046,000110,00025,0001会費 
8,15025,0001003,1501その他

339,80041123,25015162,6501853,9008計
48,300524,65035,000118,6501弔慰金など

議 長
125,0001315,000220,000290,0009祝金など
10,00023,00017,000100会費 
12,8002000012,8002その他
196,1002242,650632,0004121,45012計
82,250105,000156,500720,7502弔慰金など

教育長
10,00025,00015,000100祝金など
10,0001000010,0001会費 

00000000その他
102,2501310,000261,500830,7503計
10,000210,0002

‐‐‐‐

弔慰金など

消防長
0000祝金など
0000会費 
0000その他

10,000210,00020000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計
25,0002

‐‐

15,000110,0001弔慰金など
病  院
事   業
管理者

35,00025,000130,0001祝金など
000000会費 
000000その他

60,00040020,000240,0002計

市長へ皆様の生の声を
お届けください

申込受付日場　所相　談　日

２月２４日（火）市役所市民相談室
（内記三丁目）３月３日（火）

３月３１日（火）三 和 支 所
（千束）４月７日（火）

５月７日（木）市役所市民相談室
（内記三丁目）５月１２日（火）

６月２日（火）夜久野ふれあいプラザ
（夜久野町下町）６月９日（火）

６月３０日（火）大 江 支 所
（中央）７月７日（火）

※公務の都合により、相談日を変更する場合があります。
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市
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
す
べ
て
の
人
が
共
に
生

き
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

２１

２３

度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
第
２
期
障
害
福
祉
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
障
害
の
あ
る
人

が
そ
の
有
す
る
能
力
や
適
性
に
応

じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
・
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
た
め

に
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
な
ど
が
計
画
的
に
提
供

さ
れ
る
よ
う
、ま
た
、障
害
福
祉
サ 

ー
ビ
ス
な
ど
の
必
要
量
を
見
込
む

こ
と
な
ど
を
目
的
に
策
定
し
ま
す
。

　

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
」
を
す
す
め
る
た
め

に
、
第
２
期
障
害
福
祉
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
施
策

を
充
実
し
て
ほ
し
い
、
追
加
し
て

ほ
し
い
な
ど
み
な
さ
ん
の
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
計
画
（
案
）
の
お
も
な

概
要

計
画
策
定
の
目
的

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
必

要
量
を
見
込
む
こ
と

●
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
基
盤
整
備

を
促
進
す
る
こ
と

●
計
画
的
な
人
材
の
育
成
及
び
確

保
を
図
る
こ
と

計
画
で
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

●
相
談
支
援
の
充
実
と
わ
か
り
や

す
い
情
報
の
提
供

●
く
ら
し
の
場
の
確
保

●
就
労
支
援
体
制
の
強
化
と
就
労

の
促
進
お
よ
び
定
着

●
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
体
制
の
確
保

●
長
期
に
わ
た
る
入
院
や
施
設
入

所
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
促

進

◆
提
出
方
法
◆
◆

　

個
人
の
場
合
は
氏
名
・
連
絡
先

を
、法
人
事
業
者
、団
体
の
場
合
は

法
人
名
・
事
業
者
名
・
団
体
名
・
連

絡
先
を
記
入
し
、件
名
を「
第
２
期

福
知
山
市
障
害
福
祉
計
画
に
関
す

る
意
見
」と
し
て
、フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
・
封
書
・
は
が
き
ま
た
は

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
に
対
し
て
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

応
募
期
限
／
２
月　

日（
金
）

２７

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内
記

　

番
地
の
１

１３℡　

‐
７
０
１
７

２４

　
　

‐
９
０
７
３

２２
電
子
メ
ー
ル

shafuku@
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

※
計
画（
案
）の
概
要
は
、
社
会
福

祉
課
・
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
・
各
支
所
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、　

施
設
・
事
業
所
の

１２

協
力
を
得
て
、
障
害
の
あ
る
人
が
、

作
業
所
な
ど
で
作
っ
た
製
品
を
市

民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
製
品
に
は
、

フ
ァ
ク
ス
で
注
文
し
購
入
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
社
会
福
祉
課

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

 

参
加
施
設
・
事
業
所
（
順
不
同
）

●
信
愛
育
成
苑

●
き
き
ょ
う
の
杜

●
福
知
山
学
園
第
二
翠
光
園

●
福
知
山
学
園
第
三
翠
光
園

●
ふ
く
ち
や
ま
作
業
所

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
家

●
ふ
き
の
と
う
作
業
所

●
福
知
山
共
同
作
業
所

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

ち
く
も
う

●
大
江
作
業
所

●
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
・
勇
気

●
な
か
で
虹
の
分
校

第
２
期
福
知
山
市
障
害
福
祉
計
画

パブリックコメント
（意見）募集

ほっとはあと応援事業
をご存じですか

「ほっとはあと」とは
　障害者施設などで製作された製品を「授産製
品」と呼んでいましたが、ＮＰＯ法人京都ほっと
はあとセンターが、これに代わる言葉を全国か
ら募集して「ほっとはあと製品」と名づけたもの
です。



10H21（2009）．2．1　広報ふくちやま

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

   　　　　　福知山成美高等学校が、第８１
　　　　　回選抜高校野球大会への初出
　　　　　場を決めました。
　主将の 杉  本  聖  和 選手は、「選ばれたこと

すぎ もと まさ かず

に感謝したい。１戦１戦を確実に優勝を目指
してがんばります」と決意を話してくれま
した。選手のみなさん、甲子園では自信を
持ってプレイしてください。

1
23

災害に強いまちづくり

　成仁小学校で縄跳び大会を開催し、全
校児童３１１人が楽しみました。１人ずつ縄
を跳んでくぐる八の字跳びでは、３分間で
何回跳べるかを競い、長い縄を一度に大
人数で跳ぶ一斉跳びでは連続して何回跳
べるかを競いました。
　 衣  川  和  希 君（６年生）は「１０月から体育の

きぬ がわ かず き

時間や休み時間に練習しました。目標の
３００回には少し届かなかったけど、練習を
がんばったからいい結果が出せました。
練習は大事です」と話してくれました。

せーの、１・２・３！

成仁小学校「縄跳び大会」1
20

平
成　

年
福
知
山
市

２１

消
防
出
初
式

1
11

　市などでは、厚生会館で「第２８回合唱祭」を開催。
４０団体のみなさんが美しい歌声を響かせ、会場は温か
なハーモニーに包まれました。下六人部小学校ＰＴＡ
（写真）の指揮を務めた 畑  中  加  代  子 さん（市の谷）は

はた なか か よ こ

「音楽に乗るような指揮ができ、みんなで気持ちよく
笑顔で歌ってもらえました」と話されました。

1
25 第２８回合唱祭

歌おう心をこめて　ひろげよう友好の輪を

　　　　　災害に強いまちづくりを進める
　　　　ため、平成２１年福知山市消防出初
　　　　式を開催し、消防団員など約２２００
　　　　人が参加しました。
　式典では、 松  山  正  治 市長が「市民のみな

まつ やま まさ じ

さんが安心して安全に暮らせるため、防
火・防災体制のゆるぎない基盤を作ってい
かなければならない」と決意を述べました。
　消防車両と消防団２９分団の分列行進で
は、消防団員など約１３００人が力強く行進し
ました。また、消防車と園児の綱引きや
ジューケイキマンのショー、フィナーレでは
４７台の消防車両が一斉放水を行いました。

福
知
山
成
美
高
等
学
校

第　

回
選
抜
高
校
野
球

８１
大
会
初
出
場
決
定

甲子園での健闘を祈ります
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と
き
・
と
こ
ろ

①
２
月　

日（
日
）

２２

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

プ
ラ
ン
ト
３
（
多
保
市
）

②
２
月　

日（
火
）

２４

　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

　

午
後
０
時　

分
〜
４
時

３０

　

三
和
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
千
束
）

③
２
月　

日（
木
）

２６

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

福
知
山
市
民
病
院

（
厚
中
問
屋
町
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

　

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
落
葉
広
葉
樹
を
無
料

配
布
し
ま
す
。

配
布
す
る
樹
種
・
本
数

▼
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
／　

本
６０

▼
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
／　

本
６０

▼
ナ
ナ
カ
マ
ド
／　

本
６０

▼
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
／　

本
５０

高
さ
／
１
・
５
〜
２
㍍

申
込
資
格
／
市
内
在
住
の
人
ま
た

は
自
治
会
・
企
業
な
ど

※
１
人
（
団
体
）
１
本
と
し
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

申
込
期
限
／
２
月　

日（
土
）必
着

２８

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
往
信
用

裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

第
１
希
望
・
第
２
希
望
を
、
返
信

用
表
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、

（
財
）
福
知
山
市
都
市
緑
化
協
会

（
〒
６
２
０
‐
０
０
１
７　

字
猪

崎
３
７
７
番
地
の
１　

℡　

‐
６

２３

３
２
４
）
ま
で
。

　

収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
次
の

各
制
度
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
保

険
料
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

免
除
・
猶
予
の
内
容
と
要
件

▼
免
除
制
度
（
全
額
免
除
・
一
部

免
除
）

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
　

歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配

３０
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合

※
学
生
の
場
合
は
、
申
請
の
と
き

に
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
／
住
民
登
録
地
の
市
町
村

の
国
民
年
金
係
窓
口

■
市
民
課
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

　　 
Ａ 
○
○
財
務
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

架
空
の
会
社
名
で
、
給
与
や
不
動

産
を
差
し
押
さ
え
る
、
連
絡
が
な

け
れ
ば
勤
務
先
に
連
絡
す
る
、
な

ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
は
が
き
は
、
裁
判
取
り
下
げ
期

日
の
前
日
や
当
日
に
郵
便
が
届
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
受
け

取
っ
た
人
の
不
安
を
あ
お
り
、
電

話
で
連
絡
を
さ
せ
て
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
手
口
で
す
。

　

相
手
側
に
は
絶
対
に
連
絡
せ
ず
、

疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
や

消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
的
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
消
費
生
活
無
料
相
談
◇

と
き
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　

毎
月
第
２
・
４
水
曜

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
市
民
相
談
室

（
市
役
所
１
階
）

■
生
活
交
通
課（℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

２
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

落
葉
広
葉
樹
を

無
料
で
配
布
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

声 声 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

 
Ｑ  
左
の
よ
う
な
は
が
き
が
突
然

送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

民事訴訟裁判告知
今回、貴方に対する民事訴訟裁判の訴状が提出された事を通達致
します。貴方の回収業者及びお取引き契約会社に対しての契約不
履行につき原告側が提出した訴状を管轄裁判所が受理した事を
ご報告致します。下記の裁判取下げ期日を過ぎますと改めて出廷
通知が届きますので記載期日に出廷して頂きます様、よろしくお
願い致します。こちら民法１８８条に基づいた財務省許可書となっ
ておりますので出廷拒否されますと原告側の主張が全面的に受
理されることとなり裁判後の処理と致しましては

被告の給与及び、動産物、不動産物等の差押えを執行官立会いの
もと強制執行させて頂きます。

また履行執行官による（執行証書の交付）を承諾して頂くと同時
に債権譲渡証明書を一通郵送させて頂きますのでご了承下さい。
尚、こちらは書面通達となりますので個人情報保護の為、詳しい
詳細等は当職員までお問い合わせ下さい。

※ご連絡なき場合には、本書を勤務先へ郵送させて頂きます。

《裁判取下げ期日》
平成○○年○○月○○日（○曜日）

〒○○○-○○○○
東京都練馬区○○○○○○○○○
財団法人　関東○○財務センター（管理部）
○○-○○○○- ○○○○

受付時間　　平日　９：００～１７：００

市
か
ら
の
支
払
い
を
受
け
取
る
金
融
機
関
と
し
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。振
り
込
み
に
は
通
帳
の
番
号
と

は
別
に
振
込
用
の
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。郵
便
局
に
直
接
通
帳
を
持
参
す
る
か
電
話
で
も
確
認
で
き
ま
す
。　

■
会
計
室（
℡　

‐
７
０
１
０
）

２４

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
振
込
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冬
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

胃
腸
炎
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
食
品
や
、
感
染

者
の 
糞  
便 
・
吐
い
た
も
の
な
ど
へ

ふ
ん 
べ
ん

の
接
触
に
よ
り
集
団
感
染
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

感
染
防
止
の
た
め
に

●
食
品
は
十
分
に
加
熱
調
理
す
る

（
中
心
温
度　

度
で
１
分
間
以
上
）。

８５

●
調
理
の
前
後
や
食
事
の
前
、
ト

イ
レ
の
後
は
十
分
に
手
を
洗
う
。

●
食
器
・
調
理
器
具
は
十
分
に
洗

浄
・
消
毒
す
る
。

●
下
痢
・ 
嘔  
吐 
な
ど
の
症
状
が
あ

お
う 

と

る
と
き
は
食
品
を
取
り
扱
わ
な
い
。

■
福
知
山
市
健
康
危
機
管
理
対
策

会
議
（
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内 
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

　
 
棺 
の
中
に
副
葬
品
を
入
れ
る
と
、

ひ
つ
ぎ

火
葬
の
と
き
に
ご
遺
骨
を
い
た
め

る
と
と
も
に
、
炉
を
損
傷
し
ま
す
。

特
に
電
池
類
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は

爆
発
し
、
作
業
員
が
け
が
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
安
全
に
火
葬

が
行
え
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

が
取
り
除
け
ず
ご
遺
体
内
に
残
っ

て
い
る
場
合
は
必
ず
火
葬
の
申
請

時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
斎
場
（
℡　

‐
６
１
２
２
）

２７

　

京
都
府
中
丹
教
育
局
で
は
、
公

立
小
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
だ
け
る
人
の
講
師
登
録

を
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
職
種

　

常
勤
ま
た
は
非
常
勤
の
講
師

※
勤
務
条
件
な
ど
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

資
格
／
教
員
免
許
（
平
成　

年
３

２１

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
を
含
む
）

を
有
す
る
人

■
京
都
府
中
丹
教
育
局
学
務
課

（
℡　

‐
１
２
７
４
）

４２

■
学
校
教
育
課
学
務
係

（
℡　

‐
７
０
６
２
）

２４

と
き
／
２
月　

日（
金
）

２０

　
　
　

午
後
６
時　

分
〜
９
時

３０

と
こ
ろ
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助

　
　
　
　
　
　
　
　
（
篠
尾
新
町
）

テ
ー
マ
／
コ
ン
パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ

い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

内
容
・
時
間

基
調
講
演（
午
後
６
時　

分
〜
）　

４０

講
師
／ 
横  
森  
豊  
雄 
さ
ん

よ
こ 
も
り 
と
よ 

お

（
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
午
後
７
時　

分
〜
）

５０

パ
ネ
ラ
ー

▼ 
松  
山  
正  
治 
福
知
山
市
長

ま
つ 
や
ま 
ま
さ 

じ

▼ 
谷  
村  
紘  
一 
さ
ん

た
に 
む
ら 
こ
う 
い
ち

（
福
知
山
商
工
会
議
所
会
頭
）

▼ 
安  
藤  
隆  
一 
さ
ん

あ
ん 
ど
う 
り
ゅ
う 
い
ち

（
福
知
山
ま
ち
づ
く
り
会
社
タ
ウ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

▼ 
足  
立  
喜  
代  
美 
さ
ん

あ 

だ
ち 

き 

よ 

み

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ひ
さ
ま
と
風
の

子
サ
ロ
ン
）

募
集
人
数
／
１
２
０
人（
先
着
順
）

入
場
料
／
無
料

申
込
方
法
／
居
住
市
名
・
氏
名
・

連
絡
先（
電
話
番
号
ま
た
は
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）を
明
記
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
事
務
局（　
　

‐
５
９
５
６
‐ 

０３

７
５
２
３　

http://w
w
w
.m
achi

－sym
po.com

/

）ま
で
。

■
商
工
振
興
課（℡　

‐
７
０
７
５
）

２４

　

福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
協
議

会
で
は
、
市
内
で
地
産
地
消
に
取

り
組
む
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
な
ど

を
「
地
産
地
消
推
進
店
」
と
し
て

認
定
し
ま
す
。
推
進
店
に
は
、
の

ぼ
り
と
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
事
業
者
／
年
間
を
通
じ
て
本

市
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
販
売
、

ま
た
は
食
材
と
し
て
活
用
し
て
い

る
事
業
者

認
定
期
間
／
認
定
日
か
ら
３
年
間

応
募
方
法
／
２
月
９
日（
月
）〜　
２７

日（
金
）に
、
所
定
の
申
請
用
紙
を

福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

事
務
局
（
農
業
振
興
課
内　

℡　
２４

‐
７
０
４
４
）
ま
で
提
出
。

※
申
請
用
紙
は
、
農
業
振
興
課
に

あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

　

知
事
が
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

を
励
ま
し
、
小
学
校
入
学
を
お
祝

い
し
ま
す
。

と
き
／
３
月　

日（
日
）

２２

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時　

分

１０

４５

３０

と
こ
ろ
／
京
都
テ
ル
サ（
京
都
市
）

対
象
／
京
都
府
内
に
在
住
し
、
平

成　

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

２１
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
と
そ
の

親
・
兄
弟
姉
妹

申
込
方
法
／
は
が
き
に
住
所
・
電

話
番
号
・
保
護
者
名
・
新
入
学
児

童
と
兄
弟
姉
妹
の
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
生
年
月
日
・
性
別
・
自
宅
か

ら
の
交
通
手
段
と
片
道
分
の
経
費

を
記
入
し
、
２
月　

日（
金
）ま
で

２０

に
、
母
子
家
庭
の
人
は
、
京
都
府

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
℡
０
７

５
‐
２
２
３
‐
１
３
６
０
）、父
子

家
庭
の
人
は
、
京
都
府
民
生
児
童

委
員
協
議
会
（
℡
０
７
５
‐
２
５

６
‐
７
０
８
３
）
ま
で
。

※
住
所
は
い
ず
れ
も
、
〒
６
０
４

　

‐
０
８
７
４　

京
都
市
中
京
区

竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清
水
町

３
７
５
番
地　

京
都
府
立
総
合

社
会
福
祉
会
館
内

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

棺
の
中
に
副
葬
品
を

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

　納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

市
内
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
で
学
級
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
ま
す
。今
後
も
一
層
猛
威
を
ふ
る
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。乾
燥
に
注
意
す
る
と

と
も
に
外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
、帰
宅
時
の
手
洗
い
、う
が
い
な
ど
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。　

■
健
康
推
進
室（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す

市
立
小
中
学
校
講
師
登
録

中
心
市
街
地
活
性
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
i
n 
福
知
山
市

２
月　

日（
火
）／
三
和
支
所（
千
束
）　

２
月　

日（
水
）／
大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）　

２
月　

日（
木
）／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
夜
久
野
町
下
町
）

２４

２５

２６

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時
。申
込
不
要
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
近
畿
税
理
士
会
福
知
山
支
部（
℡　

‐
６
７
６
３
）

２３

税
務
相
談

平
成　

年
度
地
産
地
消

２０

推
進
店
（
追
加
募
集
）

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知

事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
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入
所
条
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
世
帯

▼
大
江
地
域
へ
の
転
入
希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

４５

成
さ
れ
る
世
帯

▼
秩
序
や
風
紀
を
乱
さ
な
い
人

入
所
日
／
４
月
１
日（
水
）

申
請
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書

②
申
込
理
由
書

③
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
の
写
し
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書

 

④
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類

※
①
・
②
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
・
各
支
所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
請
方
法
／
２
月　

日（
水
）〜　

１８

２７

日（
金
）に
、
大
江
支
所
地
域
振
興

係
（
℡　

‐
１
１
０
２
）
ま
で
。

５６

　

適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
で
、
骨
や
筋
肉
を
コ
ツ

コ
ツ
た
め
て 
骨  
粗  
鬆  
症 
を
予
防

こ
つ 

そ 

し
ょ
う 
し
ょ
う

し
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
／
無
料

骨
骨
貯
筋
セ
ミ
ナ
ー

と
き
・
と
こ
ろ

①
３
月
５
日（
木
） 

　

北
陵
地
域
公
民
館
（
坂
浦
）

②
３
月
６
日（
金
）

　

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（中

央
）

時
間
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
３０

内
容
／
骨
密
度
測
定
、
運
動
や
食

事
の
話
、
試
食

募
集
人
数
／　

人
（
先
着
順
）

４０

骨
骨
貯
筋
お
に
っ
こ
ス
ペ
シ
ャ
ル

と
き
／
３
月
６
日（
金
）

　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
中
央
）

対
象
／
就
学
前
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
人

※
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま

す
。

募
集
人
数
／　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
電
話
で
北
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
６
２
０
） 

５６

ま
で
。

　

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
で
効

果
的
な
運
動
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
２
月　

日（
木
）

２６

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
中
央
）

対
象
／
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね

　

〜　

歳
の
男
性

５０

７０

募
集
人
数
／　

人
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物

　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
電
話
で
北
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
２
６
２
０
）

５６

ま
で
。

 
　

文
化
・
芸
術
を
展
示
と
ス
テ
ー

ジ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

内
容
・
と
き

展
示
部
門（　

団
体
）

１７

▼
３
月
７
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
３
月
８
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

舞
台
部
門（　

団
体
）

１８

３
月
８
日（
日
）午
後
１
時
〜

入
場
料
／
無
料

■（
社
）福
知
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
５
５
９
４
）

２２

鬼
の
里
U
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

入
所
者

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

文
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
や
じ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

運
動
特
別
講
座

Ｕターンプラザ１（公庄上）
使用料
（月額）

募集
戸数

４０，０００円２
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

Ｕターンプラザ２（波美）
使用料
（月額）

募集
戸数

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

４２，０００円２A
棟

３５，０００円２C
棟
※入所時、保証金１００，０００
　円が別途必要。
※共益費月額１，０００円
　別途必要。

ご利用ください
福祉有償運送・
過疎地有償運送
福祉有償運送とは ･･･
　公共交通機関を使用して移動する
ことが困難な高齢者や障害のある人
を対象に、ＮＰＯ法人や社会福祉法
人などが、車両による輸送サービス
を有償で行うことです。
※利用するには会員登録が必要です。
利用目的／通院、通所、レジャーなど
利用料金／実費程度で営利とは認め
られない範囲の金額

過疎地有償運送とは ･･･
　バスやタクシーなどの公共交通機
関だけでは、十分な輸送サービスが
確保できない地域の住民を対象に、
ＮＰＯ法人や社会福祉法人などが、
タクシーの半額程度の運賃を収受し
て行う輸送サービスのことです。
運送区域／バスやタクシーなどの公
共交通機関による輸送サービスが十
分確保できない地域

　福祉有償運送や過疎地有償運送に
ついての相談や会員登録について　
は上記団体にお問い合わせください。
■生活交通課交通対策係

（℡２４－７０２０）

福祉有償運送実施団体
電話実施団体名

５８-４１６５ＮＰＯ法人「丹波・みわ」（午前中の受付）

２４-３２４４ＮＰＯ法人「福知山ＢＧＭ福祉サービス」

５６-１２０１ＮＰＯ法人「大江鬼の里クラブ」

３３-３７７０社会福祉法人「福知山市シルバー」

２２-４６５９ＮＰＯ法人「人権の会しあわせネットワーク」

２０-２２２１ミストラル介護センター

３３-３１５５社会福祉法人「成光苑（岩戸ホーム）」

２３-３５７３社会福祉法人「福知山市社会福祉協議会」

３３-４１２３ＮＰＯ法人「オークラ福祉応援団」

２３-５１５３ＮＰＯ法人「福知山健康友の会福祉
サービス」（１３：３０～１５：００受付）

２４-２４２４ＮＰＯ法人「ヒューマンコミュニティー」

過疎地有償運送実施団体
電話名　　　　称

５８-４１６５ＮＰＯ法人「丹波・みわ」（午前中の受付）

２４-３２４４ＮＰＯ法人「福知山ＢＧＭ福祉サービス」

２４-２４２４ＮＰＯ法人「ヒューマンコミュニティー」

 
骨  
骨  
貯  
筋 
セ
ミ
ナ
ー

こ
つ 
こ
つ 
ち
ょ 
き
ん

 
骨  
骨  
貯  
筋 
お
に
っ
こ
ス
ペ
シ
ャ
ル

こ
つ 
こ
つ 
ち
ょ 
き
ん

年
金
引
き
去
り
に
よ
り
納
付
い
た
だ
い
て
い
る
人
は
、口
座
振
替
に
よ
る
支
払
方
法
も
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。口
座
振
替
に
変
更
さ
れ
る
人
は
、手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。引
き
続
き
年
金
引
き
去
り
で
お
支
払
い
た
だ
く
場
合
、手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
付
方
法
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と
き
／
２
月　

日（
火
）

２４

と
こ
ろ
／
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
福
知
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
岡
町
）

参
加
費
／
無
料

※
保
育
ル
ー
ム
（
事
前
予
約
は
不

要
）
を
設
置
し
ま
す
。

子
育
て
お
う
え
ん
パ
ー
ト
就
職

フ
ェ
ア

　

福
知
山
雇
用
連
絡
会
議
で
は
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
就
職
や
再
就

職
を
目
指
す
パ
パ
・
マ
マ
の
た
め

に
、
パ
ー
ト
求
人
限
定
の
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。　

時
間

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

参
加
企
業
／
約　

社
２０

パ
パ
・
マ
マ
お
う
え
ん
セ
ミ
ナ
ー

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
の
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、
面
接
に

臨
む
際
の
心
得
な
ど
就
職
活
動
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
／
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

申
込
方
法
／
電
話
で
、
商
工
振
興

課
産
業
振
興
係
（
℡　

‐
７
０
７

２４

５
）
ま
で
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）

２１

テ
ー
マ
／
男
女
（
と
も
）
に
楽
し

く
生
き
る
た
め
に
〜
知
る
･
考
え

る
･
選
ぶ
･
行
動
す
る
〜

内
容
・
と
こ
ろ
・
時
間

記
念
講
演
（
市
民
会
館
ホ
ー
ル
）

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

２０

５０

講
師
／ 
平  
野  
哲  
郎 
さ
ん
（
龍
谷
大

ひ
ら 

の 

て
つ 
ろ
う

学
法
科
大
学
院　

准
教
授
）

演
題
／
パ
パ
は
て
ん
や
わ
ん
や
〜

元
裁
判
官
の
子
育
て
日
記
〜

※
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
・
保
育

ル
ー
ム
・
車
い
す
介
助
あ
り
。

分
科
会
（
市
民
会
館
）

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

３０

テ
ー
マ

▼
子
育
て
「
み
ん
な
で
か
か
わ
ろ

う
地
域
の
子
育
て
」

▼
社
会
参
画
「
男
女
（
と
も
）
に

築
く
い
い
関
係
」

▼
食
育
「
食
は
心
と
身
体
の
資
本

で
す
」

▼
環
境
「
ご
み
問
題
を
考
え
る
」

展
示
（
活
動
紹
介
、
作
品
展
示
）

（
市
民
会
館
）

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

　

福
知
山
の
土
産
、
料
理
、
農
産

物
を
一
堂
に
集
め
た
食
の
物
産
展

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）・
３
月
１

２８

日（
日
）

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館
ほ
か

内
容

▼
ご
ち
そ
う
展
／
市
内
の
お
店
が
、

一
押
し
料
理
を
展
示

▼
丹
波
福
知
山
鍋
合
戦
／
地
域
の

特
色
あ
る
鍋
が
勢
揃
い

▼
漬
物
自
慢
コ
ー
ナ
ー

▼
農
産
物
展
示
・
即
売
会

▼
も
ち
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー

▼
観
光
推
奨
土
産
品
展
示
・
即
売

会■
福
知
山
の
う
ま
い
も
の
展
実
行

委
員
会
事
務
局
（
観
光
振
興
課
内

℡　

‐
７
０
７
６
）

２４ K
T
R
宮
福
線
高
架
開
業
記
念

丹
波
・
福
知
山
千
年
の
味
づ
く
り

福
知
山
の
う
ま
い
も
の
展

く
ら
し
・
健
康
・
は
ば
た
き

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

子
育
て
お
う
え
ん
パ
ー
ト
就
職
フ
ェ

ア
・
パ
パ
マ
マ
お
う
え
ん
セ
ミ
ナ
ー

人権シリーズ

　ロジー　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

デートＤＶについて
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、
夫婦や恋人など親密な関係にあるパートナーの
間で行なわれる暴力や高圧的な態度のことです。
暴力を使って相手をおどし怖がらせて混乱させ
ることで、相手に対して力(パワー)で支配(コ
ントロール)しようとします。
　ＤＶの中で高校生や大学生を含む恋人の間で
おこる場合のものを「デートＤＶ」と呼んでい
ます。
●断りなく携帯電話をチェックする。
●交友関係を制限する。
●どこにいるのか、何をしているのか常に監視
する。
●人格を否定する言葉遣いをする。
●思い通りにいかないと物に当たるなど怖い思
いをさせる。

　こういった項目にあてはまるものは「デート
ＤＶ」の可能性があります。「ＤＶ＝身体的暴
力」というイメージが強いので、殴られていな
いと自分はデートＤＶの被害者ではないと思い、
自分の問題として理解されにくいことがありま
す。「束縛されること＝愛されること」ではな
いと気づくことが重要です。
　加害者にも被害者にもならないようにするに
は相手の立場に立って、相手の気持ちを思いや
ることが大切です。
　もし、あなたやあなたの知っている人が交際
相手から身体的・精神的な暴力を受けているな
ら、自分ひとりで抱え込まないで勇気を出して
相談してください。

■人権推進室男女共同参画推進係（℡　２４‐７０２２）
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早
春
の
木
漏
れ
日
を
受
け
、
愛

ら
し
く
咲
い
て
い
る 
雪  
割  
草 
の

ゆ
き 
わ
り 
そ
う

数
々
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）〜
３
月
８

２８

日（
日
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

入
園
料

▼
大
人　
　
　
　
　

３
１
０
円

▼
４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

福
知
山
洋
ラ
ン
愛
好
会
の
協
力

で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
多
種
多
様
な

洋
ラ
ン
を
展
示
し
、
育
て
方
や
管

理
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
金
）〜
３
月
１

２７

日（
日
）

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

入
場
料
／
無
料

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

と
き
／
２
月　

日（
金
）

２７

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
北
本
町
二
区
）

入
場
料
／
無
料

健
康
相
談
（
午
前
９
時
〜
正
午
）

内
容
／
歯
科
医
師
に
よ
る
個
別
相

談
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

診
察
医
師
／ 
石  
鍋 
ゆ
か
り
さ
ん
、

い
し 
な
べ

 
原  
英  
作 
さ
ん
（
歯
科
医
師
）

は
ら 
え
い 
さ
く

健
康
教
室

（
午
後
１
時　

分
〜
３
時
）

３０

テ
ー
マ
／
健
康
な
歯
と 
歯  
茎 
を
保

は 

ぐ
き

つ
た
め
に

講
師
／ 
伊  
藤  
仁  
昭 
さ
ん

い 

と
う 
よ
し 
あ
き

（
歯
科
医
師
）

申
し
込
み
／
不
要

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
が
高
架
開
業
と

な
り
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
Ｋ
Ｔ

Ｒ
福
知
山
駅
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
２
月　

日
（
土
）

２１

※
雨
天
決
行
。

時
間

▼
身
体
障
害
者
団
体
な
ど
／
午
前

　

時
〜
正
午

１０▼
そ
の
他
の
個
人
・
団
体
／
午
後

１
時
〜
３
時

見
学
場
所
／
新
Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅

※
き
き
ょ
う
通
り
商
店
街
南
側
の

　

無
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

※
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
。

■
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課

（
℡　

‐
７
０
５
５
）

２４

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
高
架
開
業
記

念
列
車
で
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
と

大
江
駅
を
往
復
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
）

２８

受
付
時
間
／
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

※
先
着　

人
と
し
ま
す
。

８０

受
付
場
所
／
福
知
山
駅
北
口
広
場

参
加
料
／
無
料

※
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
。

■
生
活
交
通
課
管
理
調
整
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

都
市
緑
化
植
物
園

雪
割
草
展

歯
科
医
師
の

健
康
相
談
・
健
康
教
室

都
市
緑
化
植
物
園

春
の
洋
ラ
ン
展

カンちゃん　「プラスチッ
ク製容器包装類」の袋
は、いつから新しくな
るのかな。

ビンちゃん　５月１日から
新しい指定袋で出す
んやで。ちなみに、今

の「プラスチック製容器包装類」の名前も
「容器包装プラスチック」に変わるんや。

カンちゃん　名前変わったらややこしいなあ。
ビンちゃん　プラスチックが先にくると、洗
濯洗剤のスプーンや洗面器のようなプラ
スチック製品自体も「プラスチック製容器
包装」やと思う人があるんや。リサイクル
されるのは、製品を包んでいる容器包装や
から、容器包装が目立つように名前を変え
るんや。それと、形も持ち手のあるレジ袋

タイプに変わるんや。結びやすく運びやす
くなるで。
カンちゃん　袋の値段は変わるんか？
ビンちゃん　今までの指定袋より少し安くな
るで。リサイクルとして引き取りをしても
らう方が安価で済むことから、今回から変
わるんや。
　「容器包装プラスチック」は、市民のみ
なさんにきれいにして出してもらってい
るやろ。少しでも安くなったら、資源やか
らと意識もしてもらえるしね。
カンちゃん　了解。きちんと分別して、５月１
日からは新しい専用袋で出すわ！ 

■循環社会形成課循環推進係（℡　２４‐７０７１）

新
K
T
R
福
知
山
駅
見
学
会

K
T
R
福
知
山
駅
高
架
開
業

記
念
列
車
乗
車
会
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
活
動
し
て
い
る 

グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
紹
介
し
ま
す 

玉すだれの会「 葵  会 」
あおい かい

福知山ヘルスアップ体操
（旧デンマーク体操）

　
「
地
区
を
元
気
に
し
よ
う
、ま
た

自
分
た
ち
も
楽
し
も
う
」
を
合
言

葉
に
、
平
成　

年
６
月
に
誕
生
し

１９

ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は
女
性
ば

か
り
７
人
で
、
南
京
玉
す
だ
れ
の

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の「
三
岳
山
新
緑
ま
つ
り
」

で
初
め
て
発
表
し
、
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
地
区
の
大
勢
の
人
た
ち

に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
も

の
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
喜
び

と
共
に
自
信
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
女
性
が
元
気
な
と
こ
ろ
は
地

区
も
元
気
だ
」
と
言
わ
れ
た
言
葉

を
支
え
に
、
仲
間
が
増
え
る
こ
と

を
楽
し
み
と
し
て
毎
回
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。「
三
岳
地
区
を
も
っ

と
も
っ
と
元
気
に
」
と
い
う
の
が

会
員
の
願
い
で
す
。

　

開
設　

年
を
迎
え
、　

人
の
ス

２７

１３

タ
ッ
フ
が「
健
康
は
売
っ
て
い
な
い
。自

分
で
作
る
も
の
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、厚

生
会
館
や
三
段
池
公
園
総
合
体
育

館
、長
田
野
体
育
館
で
指
導
し
て
い

ま
す
。続
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、楽
し

く
頑
張
ら
ず
、無
理
を
し
な
い
こ
と
。

目
的
は
、「
体
力
ア
ッ
プ
」で
は
な
く

「
体
調
維
持
」「
ス
ト
レ
ス
解
消
」で
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
体
操
は
、約
１
３
０

年
前
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
生
ま
れ
、筋
肉

や
関
節
を
く
ま
な
く
使
う
体
操
で
、

こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
音
楽
と
共
に

気
分
を
盛
り
上
げ
て
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。

　

若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、幅

広
く
体
験
し
て
い
た
だ
き
、「
姿
勢

が
よ
く
な
っ
た
」「
肩
腰
が
楽
に
な
っ

た
」「
友
達
が
で
き
た
」な
ど
好
評
で

す
。多
く
の
人
に
体
調
管
理
の
一
つ

と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

大
江
山
は
、 
千  
丈  
ヶ  
嶽 
（
８

せ
ん 
じ
ょ
う 

が 

た
け

３
３
㍍
）
か
ら 
鳩  
ヶ  
峰 
（
７
４

は
と 

が 

み
ね

６
㍍
）・ 
鍋  
塚 
（
７
６
３
㍍
）・

な
べ 
づ
か

鬼
の
岩
屋
・ 
普  
甲  
山 
へ
と
続
く
、

ふ 

こ
う 
や
ま

い
わ
ゆ
る
大
江
山
連
峰
を
さ
す

場
合
と
主
峰
の
千
丈
ヶ
嶽
だ
け

を
さ
す
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

　

古
く
は 
与  
謝  
大  
山 
と
呼
ば
れ

よ 

さ
の 
お
お 
や
ま

て
い
ま
し
た
が
、江
戸
時
代
か
ら

大
江
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
大
江
山
と
い
う
呼

び
名
は
、中
世
に
こ
の
辺
り
を
所

領
と
し
て
い
た
大
江
氏
か
ら
と

言
う
説
や
、
酒
呑
童
子
伝
説
の

大
江
山
が
こ
の
地
で
あ
る
こ
と

が
定
着
し
た
と
言
う
説
が
あ
り
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

主
峰
の
千
丈
ヶ
嶽
の
語
源
は
、

 
禅  
定 
（
修
験
者
が
山
頂
で
悟
り

ぜ
ん 
じ
ょ
う

を
開
く
こ
と
）
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
江
山
は

隣
接
す
る
三
岳
山
と
共
に
古
く

は
修
験
の
山
で
、
今
も
多
く
の

関
連
遺
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
端
の
普
甲
山
の
中

腹
に
あ
る
寺
屋
敷
の
集
落
は
、

応
仁
の
乱
の
普
甲
山
の
合
戦
で

焼
失
す
る
ま
で
、
北
の
高
野
山

と
か 
普 
賢
   

の
道
場
と
言
わ
れ
た

ふ 

げ
ん

普
甲
寺
と
い
う
大
寺
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

近
世
、
酒
呑
童
子
伝
説
が
当

山
に
定
着
す
る
中
、
大
江
山
は
、

信
仰
の
山
か
ら
鬼
伝
説
の
山
へ

と
変
わ
り
、
鬼
の
住
む
山
と
し

て
全
国
に
そ
の
名
が
広
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
、
大
江
山
は
三

１９

岳
山
と
共
に
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
大
江
山
の
素
晴

ら
し
さ
は
、
何
と
言
っ
て
も
自

然
の
豊
か
さ
で
す
。
こ
の
一
帯

は
、
近
畿
地
方
で
は
珍
し

い 
蛇  
紋  
岩 
地
帯
で
、
ヒ
ュ

じ
ゃ 
も
ん 
が
ん

ウ
ガ
ミ
ズ
キ
に
代
表
さ
れ

る
大
江
山
な
ら
で
は
の
花

も
多
く
、
花
の
百
名
山
の

ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

８
合
目
の 
鬼  
嶽  
稲  
荷 
神
社

お
に 
た
け 
い
な 

り

一
帯
は
、
ブ
ナ
を
中
心
と

し
た
温
帯
落
葉
樹
の
原
生

的
森
林
で
ま
さ
に
野
生
植

物
の
宝
庫
で
す
。
ま
た
野

鳥
の
多
い
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
冬
は
豪
雪

地
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
、
雪
の
な
い
と
き
の

霧
氷
も
実
に
美
し
い
で
す
。
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